
平成３０年度 全国学力・学習状況調査結果について（中学校３年生） 

国語 ・目的に応じて文章を的確に読み取ることや条件に沿って文章を書く 

ことに課題がある。 

 

●国語Ａ（知識） 

 

 

●国語Ｂ（活用）           

 

 

 
【正答率が高い問題】 

国語Ａ 

 問題の概要 出題の趣旨 正答率 

８二 
１ 
２ 
３ 

 漢字を読む 
（模型を作る） 
（池の水が凍る） 
（技を磨く） 

文脈に即して漢字を正しく読む  
９５．１ 
９７．５ 
９７．７ 

８四

１ 

「心を打たれる」の意味として適切な

ものを選択する 
慣用句の意味を理解する 

９４．６ 
 

 

文脈に即した漢字を正しく読むことや慣用句の意味を理解することについては、

正答率が高い傾向にある 

 

 

（％） 

国語Ａ 平均正答率（％） 

ふじみ野市 ７５．０ 

埼玉県 ７５．０ 

全国 ７６．１ 

 

（％） 

国語Ｂ 平均正答率（％） 

ふじみ野市 ６１．０ 

埼玉県 ６１．０ 

全国 ６１．２ 

 



国語Ｂ 

 問題の概要 出題の趣旨 正答率 

２一 
二人の質問の意図として適切なものを

選択する 
質問の意図を捉える 

８５．３ 

２二 二人に続いてする質問を書く 
話の展開に注意して聞き、必要に応じ

て質問する 

８９．４ 
 

 

質問の意図を捉えることや必要に応じて質問することについては、理解ができている 

 

 

【課題が見られる問題】 
国語Ａ 

 問題の概要 出題の趣旨 正答率 

８三

エ 

適切な語句を選択する（彼はせきを切

ったように話し始めた） 

語句の意味を理解し、文脈の中で適切に

使う 

２９．９ 

８四

２ 

「心を打たれた。」を文末に用いた一文

を、主語を明らかにし、「誰（何）」の

「どのようなこと」に「心を打たれた」

のかが分かるように書く 

目的に応じて文の成分の順序や照応、構

成を考えて適切な文を書く 

１８．９ 

 
 

語彙が不足し、文脈の中で適切に活用することに課題がある 

目的に応じて文の成分の順序や照応、構成を考えて文章を書くことに課題がある 

 

 

国語Ｂ 

 問題の概要 出題の趣旨 正答率 

１

三 

「天地無用」という言葉を誤った意味で

解釈してしまう人がいる理由を書く 

目的に応じて文章を読み、内容を整理し

て書く 

１５．１ 

３

三 

話のあらすじを学級の友達にどのように

説明するかを書く 

相手に的確に伝わるように、あらすじを

捉えて書く 

５０．９ 
 

 
 

目的に応じて、文章の内容を的確に読み取ることや内容を整理して、文章を適切に
書くことに課題がある 

 

今後の指導にあたって 

語感を磨き語彙を豊かにするために、意味を確認するとともに、話や文章の中で実際に使
用することが大切です。例えば、気になった語句をノートに書き留め、その語句を使った短
文を作ったり、そのノートを活用して文章作りを行ったりすることなどが考えられます。 

また、主語と述語の照応などを整え、伝えたいことが適切に表現できているかを様々な場
面で確認する学習活動を展開することも必要です。 

目的に応じて文章の内容を的確に読み取るためには、文章の中心的な部分と付加的な部
分、事実と意見とを読み分け内容を理解するような丁寧な指導が求められます。 

 

 
 

 



数学 ・複数の情報を正しく整理・表現し判断することに課題がある。 

・数学的な表現を用いて、説明することに課題がある。 

●数学Ａ（知識）  

 

 

 

 

●数学Ｂ（活用） 

  

 

 

【正答率が高い問題】 
数学Ａ 

 問題の概要 出題の趣旨 正答率 

１

(１) 

数直線上の点が表す負の整数の値を

読み取る 

数直線上に示された負の整数を読み取

ることができる 

９５．５ 

２

(２) 
６a２b÷３a を計算する 単項式どうしの除法の計算ができる 

９２．５ 
 

 

数直線上に示された負の整数を読み取ること、単項式どうしの除法の計算については、

正答率が高い傾向にある 

 

 

 

 

（％） 数学Ａ 平均正答率（％） 

ふじみ野市 ６７．０ 

埼玉県 ６５．０ 

全国 ６６．１ 

 

（％） 数学Ｂ 平均正答率（％） 

ふじみ野市 ４９．０ 

埼玉県 ４７．０ 

全国 ４６．９ 

 



数学Ｂ 

 問題の概要 出題の趣旨 正答率 

２

(１) 

はじめの数が１０のときの計算結果を

求める 

問題場面における考察の対象を明確に

捉えることができる 

９２．１ 

３

(２) 

グラフから、列車のすれ違いが起こる

地点のＡ駅からの道のりを求める 

グラフから必要な情報を読み取り、事

象を数学的に解釈することができる 

７９．３ 
 

 

簡単な具体的操作を行い解決する問題については正答率が高い傾向にある 

 

 

【課題が見られる問題】 
数学Ａ 

 問題の概要 出題の趣旨 正答率 

２

(１) 

「１個 a ｋｇの荷物３個と１個 b ｋｇの

荷物４個の全体の重さは１５ｋｇ以上であ

る」という数量の関係を表した不等式を書く 

数量の大小関係を不等式に表すこ

とができる 

３１．９ 

１２ 
歩いた道のりと、残りの道のりの関係につい

て、正しい記述を選ぶ 
一次関数の意味を理解している 

３５．５ 
 

 
 

数量の大小関係を不等式に表すこと、一次関数の意味理解について課題がある 

 

数学Ｂ 

 問題の概要 出題の趣旨 正答率 

３

(３） 

Ａ駅からの道のりが６ｋｍの地点におい

て、列車アが通ってから列車エが通るまで

の時間をグラフから求める方法を説明する 

事象を数学的に解釈し、問題解決の方

法を数学的に説明することができる 

１３．４ 

５

(１） 

Ｓ社の団体料金が通常料金の何％引きにな

っているかを求める式を書く 

与えられた情報から必要な情報を選

択し、的確に処理することができる 

１４．１ 

５

(２） 

通常料金を aとしたときの団体料金の１０

人分が通常料金の何人分にあたるかを求め

る計算からわかることを選び、その理由を

説明する 

里奈さんの計算を解釈し、数学的な表

現を用いて説明することができる 

１２．４ 

 
 

事象を数学的に解釈、分析し、数学的な表現を用いて説明することに課題がある 

 

今後の指導にあたって 

数量の大小関係や相等関係に着目させて不等式に表す活動を取り入れ、生徒に数量の大小
関係を的確に捉え表現させることが重要です。そして、２つの数量の関係を表・グラフ・式
に表現し、関数関係を捉え、特定の関数関係と判断できるような表・グラフ・式を適切に活
用できる生徒の育成が求められます。 

また、結果がどのような事象を表現しているのかを確認すること、そしてその方法や根拠
を正しく説明する力を養うことが大切です。そのために、問題解決の方法や手順、理由を数
学的な表現を用いて分かりやすく説明する活動をさらに充実することが必要です。 

 

 



理科 ・質量パーセント濃度についての理解や記述形式の問題に課題がある。 

    

 

【正答率が高い問題】 
理科 

 問題の概要 出題の趣旨 正答率 

６ 

(３) 

電力と発生する光の明るさとの関係に関

する知識・技能を活用することができる 

豆電球と豆電球型のＬＥＤの点灯の

様子と電力との関係を指摘できる 

９１．１ 

７ 

(３) 

地震の揺れの伝わり方や光と音の伝わり

方に関する知識・技能を活用することがで

きる 

初期微動継続時間の長さと震源から

の距離の関係の知識と音の速さに関

する知識を活用できる 

９４．５ 
 

 

わかりやすくまとまっている結果から考察する問題は、正答率が高い傾向にある。 

    

【課題が見られる問題】 
理科 

 問題の概要 出題の趣旨 正答率 

２ 

(２) 

水溶液の濃さに関する知識、問題解決の技

能を活用できる 

濃度が異なる食塩水のうち、特定の質

量パーセント濃度のものを指摘できる 

３７．８ 

９

(２) 

蒸散と湿度に関する知識、問題解決の知

識・技能を活用することができるかどうか

をみる 

植物を入れた容器の中の湿度が高くな

る蒸散以外の原因を指摘できる 

２２．０ 

 
 

特定の質量パーセント濃度の水溶液における溶質と水の質量の関係理解に課題がある 

原因を指摘するなど、記述形式の問題に課題がある 

 

 

今後の指導にあたって 

生活の中で活用できる知識及び技能の習得に向けて、科学的に探究する活動の充実が必要
です。特に、条件を制御した観察・実験を生徒が自ら計画できるような授業展開が求められ
ます。 

また、結果を分析して解釈するだけでなく、根拠に基づいて自他の考えを多面的・総合的
に思考・判断する経験を積むことも重要です。そして、さらに検討を繰り返すことや改善し
ていく態度を育成することが求められます。 

 

 

（％） 理科  平均正答率（％） 

ふじみ野市 ６６．０ 

埼玉県 ６５．０ 

全国 ６６．１ 

 


